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第101号
令和７年

９月１日
編集 広報部会

上溝地区社会福祉協議会事務局　平日午前 9時から午後 5時お問い合せ先

住所：相模原市中央区上溝 7-7-17（上溝まちづくりセンター内）　電話：042-703-9390　FAX：042-761-1249

「百歳体操」に参加を
めざそう100歳!!
いきいき百歳体操をとおして日常生活で必要な、立つ、歩く、
ものを持つなどの筋力アップすることを目指しています。筋力
をアップし、日頃から怪我や病気の予防にもつなげます。　　

（永山・篠原）

人生はいまや「100歳時代」。
100歳以上の高齢者は全国で9万5,119人（2024年９月15日時点）。

上溝地区にも13名の方がおります。
さあ、100歳めざして、あなたも参加しませんか。
上溝地区でも下記のとおり開設されています。

詳しくは上溝地域包括支援センターへ。電話：042-760-7055

自宅などで体操できるように、オンラインで「相模原いきいき百歳体操」を開催しています。
利用してみてはいかがでしょうか。（相模原市高齢・障害者支援課　☎042-769-9249）

団体名 会　場 団体名 会　場
日金沢いきいきクラブ
上溝本町百歳体操
虹吹自治会
ラヴィーレ上溝
アルプスの杜 かみみぞ
久保千歳会
本久自治会

日金沢自治会館
本町自治会館
虹吹自治会館
ラヴィーレ上溝
アルプスの杜
久保公会堂
本久自治会館

コスモスハウス
筋ちゃんクラブ
田尻月よう会
石橋寿クラブ
あじさい会
百歳体操石住お楽しみクラブ

コスモスホール
番田・諏訪面自治会館
田尻自治会館
石橋自治会館
あじさい住宅上溝集会室
石住自治会館

・前より体力がつきました
・買い物に行くことが
　楽しくなりました
・気持ちが明るくなりました
・友人・知人が増えました

・この体操に参加することで更に
　仲間が増える
・住民同士の情報交換の場となる
・介護予防につながる

更なる期待を
込めて

ある参加者の
感想では



101号（2）かみみぞ の福祉

企画啓発部会
　地域の実態把握や事業の企画
及び立案を行っています。
　今年度は、福祉講座等事業全
般の企画・検討をおこなってい
きます。
　他の部会・委員会での課題解
決や目標を実現できるように話
し合いを重ねていきます。

広報部会
　地域住民に社
会福祉の理解
を深めていただ
くための広報及
び啓発を行っています。　
・広報紙「かみみぞの福祉」発行
　年２回（９月101号・３月102号）
・情報紙「かみふくニュース」
　及びポスター発行（随時）
・その他啓発活動　

福祉施設部会
　地区内福祉施設との連携及び
交流事業の推進を行っており、
高齢者・障がい者・児童福祉施設
を対象に福祉施設連絡会を開催。
　今年度は福祉施設の交流会と
研修会の開催を検討しています。

サロン活動部会
　ふれあい・いきいきサロン（高
齢者、障がい者）、子育てサロン
の組織化及び連携とサロン活動
の推進、支援及び情報交換を
行っています。
　今年度は各サロンの活動状況
の確認やサロンを実施する方と参
加する方への情報提供をしつつ、
皆様が生き生き生活できるご提
案をしていきます。

交流の家（ぶらっと上溝）
運営部会

　「ぶらっと上溝」の事業企画及び運
営管理を行っています。「弁護士無料
相談」や「絵手紙教室」、「かふぇみ
ぞ」など9事業を実施しています。
　今年度から、認知症のある人もな
い人もどなたでも気軽に参加できる
「ひまわりかふぇ」を開設しています。
＊「ひまわりかふぇ」
　第３木曜日10時～１２時まで

　上溝地区社会福祉協議会の財源は、市社会福祉協議会からの補助金や
日赤・共同募金からの交付金等のほか、地域の皆さんにご協力いただい
た福祉募金や賛助会費の配分金等で成り立っています。

 収入 福祉募金 等
1,553,300円
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共同募金等
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　「ふくしまつり」開催について企画
し、実施する委員会
です。
　令和７年11月８日
（土）に開催予定です。

　敬老事業について企画し、実施する
委員会です。
　昭和21年４月以前
生まれの方に、敬老
お祝い品を９月中旬
から民生委員・児童
委員がお届けします。

支出
事業費
1,055,000円
事業費
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団体助成金・
ボランティア

グループ育成費
490,000円
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ボランティアセンター
運営委員会

　毎週月曜日10時～ 12時まで
「上溝ボランティアセンター」
（「ぶらっと上溝」内）でお困りご
との相談受付を行っており、ボ
ランティアが対応しています。
　運営委員会を毎月開催し、ボ
ランティアセンターが地域の皆様
に寄り添った運営ができるよう協
議していきます。

第10回上溝ふくしまつり
実行委員会

敬老事業実行委員会

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
諸
事
業
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

５
月
21
日
（
水
）
に
令
和
７
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
、
前
年
度
事
業
及
び
会
計
報
告
・
新
年

度
事
業
計
画
及
び
会
計
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
長
年
地
区
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
亀
﨑
副
会
長
を
は
じ
め
４
名
の
方
に
感

謝
状
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
の
御
助
言
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
３
年
連
続
で
地
域
福
祉
推
進
員
が

入
れ
替
わ
る
異
常
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
視
点
で
事
業
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
面
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
発
生
も
近
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
連
携
を
含
め
た
備
え
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

社
会
面
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
福
祉
課
題
も

多
様
化
し
て
い
る
中
で
情
報
伝
達
の
困
難
さ

も
ま
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
連
合
会
・
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
内
の
諸
団
体
と
連
携
協
同
し
、
皆
が
楽

し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
明
る
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
会
員
一
同
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
益
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５月21日 総会

感謝状の贈呈

令和７年４月から地区
担当・田口（右）、地域
福祉推進員・長田（中
央）、地域福祉支援員・
竹内（左）になりました。
よろしくお願いいたし
ます。

令和７年度
職員紹介

上溝地区社会福祉協議会の主な事業と部会紹介令和７年度

第10次さがみはら地域福祉活動計画のスローガン「一人ひとりが活躍できる多様な縁づくり」にそって、
地区社協の事業を実施してまいります。部会と委員会の活動を紹介します。
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	（3）令和７年９月１日 かみみぞ の福祉

企画啓発部会
　地域の実態把握や事業の企画
及び立案を行っています。
　今年度は、福祉講座等事業全
般の企画・検討をおこなってい
きます。
　他の部会・委員会での課題解
決や目標を実現できるように話
し合いを重ねていきます。

広報部会
　地域住民に社
会福祉の理解
を深めていただ
くための広報及
び啓発を行っています。　
・広報紙「かみみぞの福祉」発行
　年２回（９月101号・３月102号）
・情報紙「かみふくニュース」
　及びポスター発行（随時）
・その他啓発活動　

福祉施設部会
　地区内福祉施設との連携及び
交流事業の推進を行っており、
高齢者・障がい者・児童福祉施設
を対象に福祉施設連絡会を開催。
　今年度は福祉施設の交流会と
研修会の開催を検討しています。

サロン活動部会
　ふれあい・いきいきサロン（高
齢者、障がい者）、子育てサロン
の組織化及び連携とサロン活動
の推進、支援及び情報交換を
行っています。
　今年度は各サロンの活動状況
の確認やサロンを実施する方と参
加する方への情報提供をしつつ、
皆様が生き生き生活できるご提
案をしていきます。

交流の家（ぶらっと上溝）
運営部会

　「ぶらっと上溝」の事業企画及び運
営管理を行っています。「弁護士無料
相談」や「絵手紙教室」、「かふぇみ
ぞ」など9事業を実施しています。
　今年度から、認知症のある人もな
い人もどなたでも気軽に参加できる
「ひまわりかふぇ」を開設しています。
＊「ひまわりかふぇ」
　第３木曜日10時～１２時まで

　上溝地区社会福祉協議会の財源は、市社会福祉協議会からの補助金や
日赤・共同募金からの交付金等のほか、地域の皆さんにご協力いただい
た福祉募金や賛助会費の配分金等で成り立っています。
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幸
一（
有
識
者
）

永
山
　
一
雄（
有
識
者
）

小
林
　
充
明（
自
治
会
連
合
会
）

松
永
　
茂
樹（
自
治
会
連
合
会
）

加
藤
千
鶴
子（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

入
江
　
建
夫（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

金
光
み
ど
り（
上
溝
地
区
子
連
）

鈴
木
　
崇
之（
商
店
街
振
興
組
合
）

佐
藤
　
浩
史（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

後
藤
　
　
遥（
上
溝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

服
部
　
啓
子（
上
溝
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

平
川
　
亜
希（
上
溝
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

佐
藤
　
和
夫（
高
齢
者
福
祉
施
設
）

橋
本
健
一
郎（
障
が
い
者
福
祉
施
設
）

山
田
　
洋
子（
ま
る
さ
き
ラ
ン
ド
）

迫
　
加
津
旺（
グ
ル
メ
の
会
）

中
島
　
今
子（
福
祉
活
動
経
験
者
）

役
員
・
理
事
紹
介
（
敬
称
略
）

　「ふくしまつり」開催について企画
し、実施する委員会
です。
　令和７年11月８日
（土）に開催予定です。

　敬老事業について企画し、実施する
委員会です。
　昭和21年４月以前
生まれの方に、敬老
お祝い品を９月中旬
から民生委員・児童
委員がお届けします。

支出
事業費
1,055,000円
事業費
1,055,000円

団体助成金・
ボランティア

グループ育成費
490,000円

団体助成金・
ボランティア

グループ育成費
490,000円

福祉コミュニティ
形成事業

500,000円

福祉コミュニティ
形成事業

500,000円

事務費・会議費
385,000円

事務費・会議費
385,000円

敬老事業
150,000円

敬老事業
150,000円

地区イベント
100,000円

地区イベント
100,000円

ボランティアセンター
運営委員会

　毎週月曜日10時～ 12時まで
「上溝ボランティアセンター」
（「ぶらっと上溝」内）でお困りご
との相談受付を行っており、ボ
ランティアが対応しています。
　運営委員会を毎月開催し、ボ
ランティアセンターが地域の皆様
に寄り添った運営ができるよう協
議していきます。

第10回上溝ふくしまつり
実行委員会

敬老事業実行委員会

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
諸
事
業
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

５
月
21
日
（
水
）
に
令
和
７
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
、
前
年
度
事
業
及
び
会
計
報
告
・
新
年

度
事
業
計
画
及
び
会
計
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
長
年
地
区
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
亀
﨑
副
会
長
を
は
じ
め
４
名
の
方
に
感

謝
状
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
の
御
助
言
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
３
年
連
続
で
地
域
福
祉
推
進
員
が

入
れ
替
わ
る
異
常
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
視
点
で
事
業
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
面
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
発
生
も
近
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
連
携
を
含
め
た
備
え
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

社
会
面
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
福
祉
課
題
も

多
様
化
し
て
い
る
中
で
情
報
伝
達
の
困
難
さ

も
ま
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
連
合
会
・
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
内
の
諸
団
体
と
連
携
協
同
し
、
皆
が
楽

し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
明
る
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
会
員
一
同
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
益
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５月21日 総会

感謝状の贈呈

令和７年４月から地区
担当・田口（右）、地域
福祉推進員・長田（中
央）、地域福祉支援員・
竹内（左）になりました。
よろしくお願いいたし
ます。

令和７年度
職員紹介

上溝地区社会福祉協議会の主な事業と部会紹介令和７年度

第10次さがみはら地域福祉活動計画のスローガン「一人ひとりが活躍できる多様な縁づくり」にそって、
地区社協の事業を実施してまいります。部会と委員会の活動を紹介します。

「
皆
が
楽
し
く

　住
み
や
す
く
」

新
緑
の
時
期
も
終
え
て
い
よ
い
よ
猛
暑
シ
ー
ズ
ン

が
近
づ
い
て
来
る
中
、み
な
さ
ま
が
日
々
元
気
で
す
ご

し
て
い
た
だ
け
る
様
、「
熱
中
症
対
策
」講
座
が
上
溝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、38
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
講
座
で
目
指
す
目
標
は
〝
シ
ニ
ア
の
熱
中
症

「
0
」〞
で
す
。
内
容
は
、も
し
熱
中
症
の
疑
い
を
感
じ

た
場
合
は
、そ
の
症
状
で
対
応
が
変
わ
り
、意
識
障
害

（
応
答
が
鈍
い
、言
動
が
お
か
し
い
、意
識
な
し
）が

あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
、待
っ
て
い
る

間
は
〝
と
に
か
く
身
体
を
冷
や
す
こ
と
が
重
要
〞
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
の
方
法
も
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
猛
暑
の
影
響
か
、搬
送
さ
れ
る
方
が
増
加

傾
向
で
、半
数
以
上
は
高
齢
者
で
特
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

高
齢
者
は
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
〝
体
感
で
な
く
数

値（
気
温
、湿
度
な
ど
）〞
、〝
こ
ま
め
な
水
分
補
給
〞
、

〝
食
事
は
毎
日
３
食
〞
を
実
行
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
前
に
暑
さ
に
耐

え
ら
れ
る
カ
ラ
ダ
づ
く
り
〝
暑
熱
順
化
の
入
浴
〞
な

ど
も
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
雰
囲
気
は
、講
座
途
中
で
い

ろ
い
ろ
な
質
問
が
と
び
出
し
、ま
た
、

休
憩
時
間
の
あ
た
ま
の
体
操
に
苦
戦
す

る
姿
に
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

な
ど
、和
や
か
な
ム
ー
ド
で
講
座
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
鈴
木
）

講
　
師
　
キ
ン
グ 

み
な
子 

氏
（
上
溝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

開
催
日
　
令
和
７
年
５
月
29
日
（
木
）

会
　
場
　
上
溝
公
民
館 

１
階 

大
会
議
室
　
参
加
人
数
　
38
名

「
熱
中
症
対
策
」
講
座

令和７年度予算 2,840,000 円
その他 
160,000円
その他 
160,000円
その他 
160,000円

　永
野  

堅
次

会
長

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会



ふ れ あ い

い
あ
え
さ
さ

福祉募金（９月～11月実施）ご協力のお願い 日本赤十字会員募集（令和６年度実績）
946,250円

ご協力ありがとうございました。

　「
遠
慮
し
な
い
で
、

ど
れ
で
も
好
き
な
も

の
を
持
っ
て
い
っ
て

い
い
の
よ
。」

　
布
で
で
き
た
お
花

の
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
、

ブ
ロ
ー
チ
、
ヘ
ア
ア

ク
セ
サ
リ
ー
は
色
と

り
ど
り
で
繊
細
。
ど

れ
も
素
敵
な
の
で
、

迷
う
こ
と
も
楽
し
い

し
、
眺
め
る
だ
け
で

も
わ
く
わ
く
す
る
。

　
作
者
は
成
井
好
野
さ
ん
。
成
井
さ
ん
は
ぶ

ら
っ
と
上
溝
で
開
催
の
だ
が
し
屋
さ
ん
（
毎
月

第
３
土
曜
日
10
時
か
ら
）
に
毎
月
足
を
運
び
、

来
場
者
・
参
加
者
に
手
づ
く
り
作
品
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
月
に
開
催
し
た
上
溝
さ
く

ら
ま
つ
り
内
で
行
わ
れ
た
、
大
船
渡
山
林
火
災

募
金
の
協
力
者
へ
も
、
成
井
さ
ん
か
ら
提
供
さ

れ
た
お
花
が
配
布
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
所
属
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ま
る
さ
き
ラ
ン
ド

や
、
公
民
館
事
業
な
ど
各
所
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
を
務
め
る
。「
作
品
を
お
渡
し
す
る
こ

と
も
、
教
え
る
こ
と
も
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
事
が
と
て
も
嬉
し
い
の
。」
と
語
る
。

●
き
っ
か
け
は
？

　
も
と
も
と
手
芸
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
お
手
伝
い
に
行
っ
た
子
育
て
サ
ロ
ン

『
か
み
み
ぞ
ひ
だ
ま
り
』
で
ふ
と
出
会
っ
た
、

つ
ま
み
細
工
と
い
う
小
さ
な
布
製
の
お
花
。
自

分
も
作
っ
て
み
よ
う
か
な
と
、
少
し
教
わ
り
そ

こ
か
ら
は
自
己
流
で
。

●
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　
作
品
を
販
売
し
て
は
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
こ

と
。
材
料
は
『
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
で
』

が
信
条
。
贈
り
物
の
包
装
や
お
正
月
の
水
引
な

ど
、
活
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま

た
、
周
り
の
人
た
ち
が
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
な
の
で
、
ど
う
し
も
足
り
な
い
も
の
だ

け
を
購
入
す
る
。「
小
さ
な
小
さ
な
端
切
れ
布

か
ら
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
よ
。」
と
。

　
活
動
は
『
無
理
を
せ
ず
自
分
の
で
き
る
こ
と

を
や
ら
せ
て
も
ら
う
』
と
心
が
け
て
い
る
。

●
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
作
品
を
手
に
し
た
り
、
身
に
着
け
て
笑
顔
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
目
頭
が
熱

く
な
る
こ
と
も
。
そ
し
て
な
に
よ
り
「
お
花
づ

く
り
が
き
っ
か
け
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

出
会
え
た
こ
と
、
そ
れ
が
一
番
か
け
が
え
な
い

こ
と
だ
し
、
こ
ん
な
風
に
な
る
な
ん
て
自
分
で

も
驚
き
。
本
当
に
幸
せ
よ
。」
と
。

　
材
料
調
達
な
ど
、
家
族
が
作
品
づ
く
り
を
応

援
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
も
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
れ
ば
作
る
ほ
ど

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
か
ら
ず
っ

と
楽
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
成
井
さ
ん

が
、
作
品
を
手
に
す
る
方
た
ち
の
笑
顔
を
時
に

は
感
じ
、
時
に
は
想
像
し
な
が
ら
、
深
い
愛
情

を
込
め
て
作
品
を
作
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
取
材
を
終
え
て
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
服
部
・
中
島
）

　「
遠
慮
し
な
い
で
、

ど
れ
で
も
好
き
な
も

の
を
持
っ
て
い
っ
て

い
い
の
よ
。」

　
布
で
で
き
た
お
花

の
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
、

ブ
ロ
ー
チ
、
ヘ
ア
ア

ク
セ
サ
リ
ー
は
色
と

り
ど
り
で
繊
細
。
ど

れ
も
素
敵
な
の
で
、

迷
う
こ
と
も
楽
し
い

し
、
眺
め
る
だ
け
で

も
わ
く
わ
く
す
る
。

　
作
者
は
成
井
好
野
さ
ん
。
成
井
さ
ん
は
ぶ

ら
っ
と
上
溝
で
開
催
の
だ
が
し
屋
さ
ん
（
毎
月

第
３
土
曜
日
10
時
か
ら
）
に
毎
月
足
を
運
び
、

来
場
者
・
参
加
者
に
手
づ
く
り
作
品
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
月
に
開
催
し
た
上
溝
さ
く

ら
ま
つ
り
内
で
行
わ
れ
た
、
大
船
渡
山
林
火
災

募
金
の
協
力
者
へ
も
、
成
井
さ
ん
か
ら
提
供
さ

れ
た
お
花
が
配
布
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
所
属
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ま
る
さ
き
ラ
ン
ド

や
、
公
民
館
事
業
な
ど
各
所
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
を
務
め
る
。「
作
品
を
お
渡
し
す
る
こ

と
も
、
教
え
る
こ
と
も
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
事
が
と
て
も
嬉
し
い
の
。」
と
語
る
。

●
き
っ
か
け
は
？

　
も
と
も
と
手
芸
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
お
手
伝
い
に
行
っ
た
子
育
て
サ
ロ
ン

『
か
み
み
ぞ
ひ
だ
ま
り
』
で
ふ
と
出
会
っ
た
、

つ
ま
み
細
工
と
い
う
小
さ
な
布
製
の
お
花
。
自

分
も
作
っ
て
み
よ
う
か
な
と
、
少
し
教
わ
り
そ

こ
か
ら
は
自
己
流
で
。

●
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

　
作
品
を
販
売
し
て
は
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
こ

と
。
材
料
は
『
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
で
』

が
信
条
。
贈
り
物
の
包
装
や
お
正
月
の
水
引
な

ど
、
活
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま

た
、
周
り
の
人
た
ち
が
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
な
の
で
、
ど
う
し
も
足
り
な
い
も
の
だ

け
を
購
入
す
る
。「
小
さ
な
小
さ
な
端
切
れ
布

か
ら
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
よ
。」
と
。

　
活
動
は
『
無
理
を
せ
ず
自
分
の
で
き
る
こ
と

を
や
ら
せ
て
も
ら
う
』
と
心
が
け
て
い
る
。

●
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
作
品
を
手
に
し
た
り
、
身
に
着
け
て
笑
顔
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
目
頭
が
熱

く
な
る
こ
と
も
。
そ
し
て
な
に
よ
り
「
お
花
づ

く
り
が
き
っ
か
け
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

出
会
え
た
こ
と
、
そ
れ
が
一
番
か
け
が
え
な
い

こ
と
だ
し
、
こ
ん
な
風
に
な
る
な
ん
て
自
分
で

も
驚
き
。
本
当
に
幸
せ
よ
。」
と
。

　
材
料
調
達
な
ど
、
家
族
が
作
品
づ
く
り
を
応

援
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
も
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
れ
ば
作
る
ほ
ど

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
か
ら
ず
っ

と
楽
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
成
井
さ
ん

が
、
作
品
を
手
に
す
る
方
た
ち
の
笑
顔
を
時
に

は
感
じ
、
時
に
は
想
像
し
な
が
ら
、
深
い
愛
情

を
込
め
て
作
品
を
作
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
な

の
か
も
し
れ
な
い
と
取
材
を
終
え
て
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
服
部
・
中
島
）

「
手
づ
く
り
の
お
花
で
つ
む
ぐ
笑
顔
」

　
今
回
は
少
し
趣
き

を
変
え
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
イ
ベ
ン

ト
予
定
な
ど
を
４
面

に
加
え
て
み
ま
し
た
。

　
今
後
も
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
「
か

み
み
ぞ
の
福
祉
」
を

目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　（
鈴
木
）

―
編
集
後
記 

―

自治会のご協力により、皆様のご家庭に募金箱を回させていただきます。
今年もご協力をお願いします。

部
会
長
　
　

　
永
山
　
一
雄

副
部
会
長

　
中
島
　
今
子

部
会
員

　
鈴
木
　
富
和

　
金
光
み
ど
り

　
服
部
　
啓
子

　
篠
原
　
悦
男

９
月

・
敬
老
事
業

　
　
12
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

　
　
80
歳
以
上
の
方
へ
お
祝
い
品
を
お
届
け

・
地
区
社
協
理
事
視
察
研
修

・
福
祉
募
金

10
月

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　（
ダ
イ
エ
ー
上
溝
店
）

　
　
１
日（
水
）　
２
日（
木
）　
３
日（
金
）

・
福
祉
施
設
交
流
会

・
上
溝
秋
ま
つ
り

　
　（
上
溝
さ
く
ら
公
園
）

・
上
レ
ク
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
19
日（
日
）

　
　（
上
溝
小
学
校
・
上
溝
公
民
館
）

11
月

・
第
10
回
上
溝
ふ
く
し
ま
つ
り

　
　
８
日（
土
）

・
年
末
た
す
け
あ
い
募
金

12
月

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
　
21
日（
日
）

・
上
溝
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　（
上
溝
さ
く
ら
公
園
）

２
月

・
上
溝
公
民
館
ま
つ
り

　
　（
上
溝
公
民
館
）

・
福
祉
施
設
研
修
会

３
月

・
上
溝
さ
く
ら
ま
つ
り

　
　（
上
溝
さ
く
ら
公
園
）

上
溝
地
区
社
協
イ
ベ
ン
ト
の
予
定

令
和
７
年
９
月
〜
令
和
８
年
３
月

一
般
賛
助
会
員
募
集
　
４
月
〜
８
月

員
度
年
７
和
令

会
部
報
広

令和５年３月１日　96号　               　 　かみみぞの福祉　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　       　（4）令和７年９月１日　101号　               　 　かみみぞの福祉　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　       　（4）


